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　17年度の就業状況を分析してみましょう。

　期間中に１日（回）以上仕事に就いた会員は２３９人で、前年度より２１人増えました。しかし、会員数の増

加が就業者数を上回ったため、会員のうち何人が仕事をしたかを示す就業率は７９．８％と、１６年度より８．

８ポイント下回りました。男女別の就業率は男性が８２．８％、女性は７０．０％でした。

　就業者を延人員で計算しますと、１６，８１４人日と前年度を４，６１３人日上回りました。

　これを仕事の内容別に見ますと、最も多かったのは草引き・草刈、掃除などの軽作業群で８，５１０人日と

全体の５０．６％を占めました。続いて多かったのは駐車場･駐輪場の管理などの管理群の２，９４４人日、１

７．５％。各種自動車の運転やパソコン操作などの技術群は２，２６０人日、１３．４％でした。チラシ配布や集

金などの折衝外交群は４番目で１，５８８人日、９．４％。５番目は剪定や大工仕事などの技能群で７３８人日

、４．４％。６番目が家庭での掃除や洗濯などのサービス群で７１６人日、４．３％。サラリーマンＯＢに人気の

高い宛名書きや一般事務などの事務整理群はわずか５８人日、０．３％に過ぎませんでした。

（17年度事業報告より）

　地域班を編成して組織の体制を整えました。９月

下旬に５つの小学校区別に地域班編成会議を開

いて自治会を単位に３４人の班長を決め、その中

から地区委員、副委員各５人を選びました。１０月６

日に第１回地区連絡会議を開催し、３月１日の第２

回地区連絡会議でこれからの活動内容を検討しま

した。

平成１７年度 平成１６年度 前年度比

就業実人員 239人 218人 21人増

就業率 79.80% 88.60% 8.8ポイント減

就業延人員 16,814人日 12,201人日 4,613人日増
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